
ガバナンス

当社は、コーポレートガバナンス、コンプライアンス、リスクマネジメントの３つを基盤とし、
ステークホルダーの皆様に対し、誠実な事業活動を通じて対話に努めます｡

基本的な考え方

コーポレートガバナンス体制の充実

当社は、社是である「信頼の大豊」のもと、持続的な成長と長期・安定的な企業価値向上に向けた取り組みを進めております。その実現のためには、
企業の効率性や適法性等をチェックする仕組みとしてのコーポレートガバナンスが最重要であると認識しており、その充実に取り組んでいます。

当社は、コーポレートガナバンス・コードの各原則を、全て実施しています。なお、近年の取り組み状況は、以下の通りです。

コーポレートガバナンス

取締役会の諮問／
業務執行の監督機能

❶取締役会 2022年度開催回数：12回

主な役割と2022年度の主な審議事項

体制

法令・定款で定められた事項や経営に関する
重要事項の決定並びに業務執行の監督、

「VISION2025」の目標設定や課題認識と議論

原則月１回開催し、構
成メンバーは、取締役
５名、（うち：社外取締役
２名）監査役5名（うち：
社外監査役３名）

（注）2023年6月16日:株主
総会終結前は、取締役５名
監査役４名

❷監査役会 2022年度開催回数：13回

主な役割と2022年度の主な審議事項

体制

監査役会が定めた監査の方針および計画に
従って監査活動を実施し、大豊グループの経
営健全化や取締役の監査・監督を実施

原則月１回開催し、構
成メンバーは、監査役
5名（うち：社外監査役
３名）

（注）2023年6月16日:株主
総会終結前は、監査役4名

（うち：社外監査役3名）

❸役員人事報酬委員会
（2021年1月新設） 2022年度開催回数：２回

体制

取締役の指名・報酬等に関する事項を審
議し、取締役会に諮問答申（取締役の体
制、スキルマトリックス、役職別報酬、個別
報酬額等）

原則年１回以上開催
し、構成メンバーは、
取締役３名（うち：社
外取締役２名）

主な役割と2022年度の主な審議事項

❹コンプライアンス委員会
2022年度開催回数：2回

主な役割と2022年度の主な審議事項

体制

大豊グループの内部統制およびコンプライ
アンス状況の報告・議論、コンプライアンス
教育 等

原則年１回以上開催
し、構成メンバーは、
取締役５名（うち：社
外取締役２名）、社内
監査役１名、本部長４名、顧問弁護士１名

原則年１回以上開催
し、構成メンバーは、
取締役５名（うち：社外
取締役２名）

❺サステナビリティ委員会

体制

主な役割と2022年度の主な審議事項
社会・環境問題をはじめとする持続的な社会
の実現のために解決すべき重要な課題（マ
テリアリティ）を特定し、事業を通じた当該課
題への取り組みを取締役会へ報告（カーボン
ニュートラル達成に向けたロードマップ等）

（2022年2月新設） 2022年度開催回数：4回
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ガバナンス
監査室 担当、総務人事領域 領域長　竹村 康行

2022年度：「コンプライアンス委員会」は取締役会の監督機能強化を目的に、業務執行の下部組織から取締役会への報告機関へ位置づけを変更・強化。
2023年度：株主総会の議決権行使環境の改善として「議決権行使プロセスの電子化」を導入。また、監査役を４名から５名として「監査体制」を強化。

基本的な考え方
当社は適時かつ公平な企業情報を発信し、さまざまなIR活動を通じて、株式市場における適切な企業評価を
得られるよう努めています。法令ならびに東京証券取引所の定める規則に従った情報開示だけでなく、経営
方針や事業活動の情報も、積極的に発信していきます。

株主･投資家との対話
当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資するため、株主・投資家をはじめとするステークホルダーの皆様と建設的な
対話を行ってまいります。2023年6月16日　第117回定時株主総会の終了後、株主様との対話を深めるため「株主懇談会」を開催し
ました。また9月28日には、当社の中長期的な展望を説明するため「事業戦略説明会」を開催しました。

財務戦略
企業価値の持続的な向上に向けた財務戦略として、稼ぐ力の最大化によってしっかりと利益を稼ぎ、ポートフォリオの変革と株主還元
に優先的に配分してまいります。具体的には、稼いだ利益を将来に向けた戦略的投資として25％、株主還元に15％を優先的に充て、
その循環を通して、資本コストを上回るROEの実現を図ってまいります。

主なIR活動実績

・とよたビジネスフェア（3月）
・株主懇談会（6月）
・事業戦略説明会（9月）
・機関投資家、証券アナリストとの個別面談（随時）

株主・投資家

事業戦略説明会 とよたビジネスフェア

株主懇談会

社会
経営企画・経理領域 領域長　延川 洋二

既存事業で利益を稼ぎ、「ポートフォリオ変革（新事業/新製品創出）」と「株主還元」優先配分

設備投資
償却費同等水準
投資規律強化

60％

株主還元・他
配当性向30％
配当20円/年
機動的な自己株取得

15％

資本コストを上回る
ROEの実現を図る

ROE：8％以上

売上高：1,300億円
営業利益：6％以上

稼ぐ力の最大化
既存事業の強化

5ヵ年
営業C/F

+
B/S改善
資金余力

400億円
〜

450億円

キャッシュイン企業価値最大化

戦略的投資
戦略投資・構造改革投資
将来成長に向け先行投資

25％

キャッシュアウト

・株主懇談会資料のURL：https://www.taihonet.co.jp/assets/media/2023/06/kondankai2023.pdf
・事業戦略説明会のURL：https://www.taihonet.co.jp/news/business_strategy_briefing/
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